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Trends in Research on Parental Education of Fathers in Japan

Shuo ZHAO

The purpose of this paper is to make clear trends in research on parental education of fathers in 
Japan. In this paper, the author examined the following four perspectives. (1) A father in comparison 
with a mother. (2) A father who influences the child’s development. (3) Ego development of a father. 
(4) Program for a father. According to the results, it can be stated that the concern to program about a 
father’s own growth and training is gradually becoming an issue. It is concluded that further studies, 
focusing on program for a father and on clarifying the truth of the program are required.
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１．問題と目的

現在の日本の社会においては、少子化や核家族化、

女性の社会進出など、子育てを取り巻く環境が大きく

変化する中、父親の子育て参加とその支援に対する社

会的関心が高まっている。最近の内閣府の世論調査

（2016）によると、「夫は外で働き、妻は家庭を守る

べきである」という性別役割分業意識について、「賛

成」とする者の割合が 40.6％（「賛成」8.8％ +「どち

らかといえば賛成」31.7％）、「賛成」とする者の割合

が 54.3％（「どちらかといえば反対」34.8％＋「反対」

19.5％）となっている。男性のみの意識に見ると、「賛

成」が 44.7％、「賛成」が 49.4％であり、性別役割分

業意識を持たない男性が多数派であったことが窺え

る 1。また、父親の家事・育児への関わりの実態につ

いては、若い世帯を中心に父親の子育て参加が徐々に

増えてきた 2。これらのことから、父親の子育て参加

の必要性が言われ続け、父親は意識の上でも実態とし

ても子育て参加が進んできているといえよう。

こうした中で、少子化問題への対策や、「男女雇用

機会均等法」（1985 年）、「育児休業法」（1992 年）、「男

女共同参画社会基本法」（1999 年）等の男女平等をめ

ざす一連の動きの中で、母親だけでなく父親も子育て

に関わることができるよう施策が進められてきた。母

親についていえば、母子関係論等により母子関係の重

要性が指摘されたことから、母親による教育が重視さ

れてきた。母親の教育力を向上させるために、母親教

育が具体的に展開され、効果をあげてきている 3。母

親教育についての研究も、母親の乳幼児への影響、母

親自身の発達変容等の観点から、様々に行われてきて

いる。それに対し、父親教育についての研究はほとん

ど行われていない 4。家庭教育は、父親と母親によっ

て担われるが、父親の教育力は重要であるにもかかわ

らず、父親教育の視点が欠落していたのではないだろ

うか。父親教育という用語も定着していないのが現状

である。

本研究は全体として、母親教育とは異なる父親教育

のあり方を明らかにすることを目的としているが、本

論ではそのうち、父親教育に関する先行研究を概観す

ることによって、そこから本研究で対象とする父親教

育とは何か、導き出すことにする。

２．父親教育に関する先行研究の概観

まず、父親教育に関する先行研究を対象として、ど

のように研究が展開されているのかを概観する。具体
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的にいうと、「父親」、「子育て」、「育児」をキーワー

ドとして Cinii で検索し、1978 年―2016 年における

研究論文を収集するとともに、関係する文献、資料を

収集した。このうち本論の目的にそって、父親の学び

や教育に関係する研究論文、文献、資料を分析対象と

した。先行研究は、ジャンルを「母親との対比での父

親に関する研究」、「子どもを育てる役割をもつ存在と

しての父親に関する研究」、「成長する存在としての父

親に関する研究」、「父親を対象としたプログラムに関

する研究」の４つに大きく分類された 5。

（１）母親との対比での父親に関する研究

母親との対比での父親に関する研究の中で、父親像

のイメージを調査したものについては、高校生や大学

生を調査対象としたものが多くなされていた 6。伊藤

（1980）や、米林（1982）に見られるように父親像の

みをとりあげたもの 7、深谷（1990）、桑原・浜島（1991）
などに見られるように母親像との比較で父親像をとり

あげたもの 8 がある。

父親像は家庭や社会の中でどのように変化したの

か、父親像の変遷に関する研究についていえば、窪

（1996）や宮坂（1999，2000，2008）などの研究をあ

げることができる 9。窪（1996）は、奈良・平安時代

から大正・昭和初期の父親像の変遷について考察を

行った。宮坂（1999，2000，2008）は、親イメージ

の変遷と研究動向、また育児の歴史を検討した。宮坂

（2008）によれば、1960 年代には非行問題、1970 年代

には母親の蒸発、育児ノイローゼ型母子心中や子殺し

事件、1980 年代には家庭内暴力などが大きな社会問

題になったが、そのような社会問題を引き起こした原

因として「母性」が注目された 10。また、宮坂（1999）
によれば、「1980 年代には、新・性別役割分業のもとで、

『女性も、育児も仕事も』と女性が孤軍奮闘していた

のに対し、1990 年代には、『男性も女性も、仕事も育

児も』と男女の共同育児化に一層の拍車がかかってき

た。国際社会を背景にして推進されている『男女共同

参画社会』の流れの中での、共同育児のための施策が

明確に打ち出されている」11 と指摘されており、1990
年代が「父親再発見の時代」12 だと位置づけられてい

る。

冬木（2008）によれば、父親論は 1970 年代以降に

盛んになるが、その中での議論の中心は家庭における

｢ 父親の不在 ｣ であった 13。父親不在がもたらす問題

が議論され、父親不在であることによって、母親や子

どもに影響を与えるという枠組みで、父親自身の教育

力の重要性が問われたのである。家庭における父親不

在の影響からスタートした父親研究は、さまざまに進

められてきた。それが「父親再発見」であるといえよう。

多賀（2005）は、戦後の父親論の主な 2 つの言説、

「権威としての父親」と「ケアラーとしての父親」に

ついてその内容と歴史的背景について考察した 14。「権

威としての父親」とは、父親と母親の資質の違いを前

提とし、しつけや教育において、母親には果たせない

役割を父親に求めるタイプの議論である。この言説は

1960 年代の初期に見られるが、本格的に流布始めた

のは 1970 年代半ば以降である。「ケアラーとしての父

親」とは、父親と母親の資質の違いを前提とせず、出

産前の準備や乳幼児期の世話を含めて、より広範な子

どもへの関与を父親に期待するものである。この言説

は1990年前後から広く流布し始めた 15。この研究から、

父親の子育てに対してしつけ・教育と世話という 2 つ

の期待があることが示された。舩橋（1997）は、父親

役割の構造的変化を整理し、父親の役割として①扶養

者、②子どもの社会化の担い手、③子どもを世話する

ものの 3 点をあげた 16。これらには、父親の子育てに

対する社会的期待が表われた。岡田（2006，2009）の

研究から、男女共同参画社会にふさわしい新しい父親

のあり方が重要であることが示唆された 17。

母親との対比での父親に関する研究をまとめてみる

と、男性らしさ、女性らしさという性による特性や、

男性と女性で異なる役割が期待されることがわかる。

母親との比較という点で男女の特性は異なることが示

唆され、男女の特性を理解した上で、男女共同参画に

即した男女平等の達成が求められるのである。しかし、

子どもを育てる際、父親はどのような役割をもつか、

父親の教育力そのものを問うことは課題として残りさ

れた。

（２）子どもを育てる役割をもつ存在としての父親に

関する研究

子どもを育てる役割をもつ存在としての父親に関す

る研究は大別して、母親へのサポート者としての父親

に関する研究、子どもの教育者としての父親に関する

研究に分けられる。母親へのサポート者としての父親

に関する研究についていえば、1970 年代の「母性強

調」18 とそれにともなう母親の育児不安を取り除くこ

とが主として行われてきた 19。子どもの教育者として

の父親に関する研究についていえば、乳幼児の教育に

おける父親の役割が主に対象として行われてきた。こ

こでは、母親のサポートと子どもの教育の視点から先

行研究についてとりあげる。

前述したように、1970 年代の「母性強調」とされ

る時代には、この課題を解決するために、母親をサポー

トする存在として父親が注目された。母親の育児不安

を取り除くために父親はどうあるべきかが問われたの

である。牧野（1982，1983）の研究によると、母親自
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身の就業形態や家庭外の活動の有無、父親の子育て協

力と母親の育児不安の高低との間に関連があること、

夫が一緒に子育てをしていると感じている場合に母親

は育児不安を低くしていたことが明らかにされた 20。

牧野・中西（1985）によれば、父親の家事育児の分担

意識や参加状況を母親自身が好意的に受けとめている

かどうかが、母親の育児不安と関与している。妻の社

会参加・就労に対する夫の実際の理解度にかかわらず、

夫の理解の程度に妻が満足している場合には育児不安

が低いという結果が得られた 21。上垣内（1989）は、

1 歳 6 ヵ月児をもつ母親 400 名を対象に調査を行い、

父親の育児参加は母親の養育態度との関連性が高く、

母親の精神的な支えとなって子どもの発達に間接的な

影響を与えると指摘した 22。また、父親が子育てに関

わることが母親の育児不安や育児ストレスの軽減につ

ながるという指摘は、他の研究でもなされている 23。

その他、数井・無藤・園田（1996）や尾形（2000）
が明らかにしたように、夫婦関係が母親のストレスに

関連していることが示され、夫婦間のコミュニケー

ションが多い場合に母親の育児不安が低いことから、

良好な夫婦関係は母親の子育てによい影響を与えてい

ることが示唆された 24。

これらは、母親の育児不安や育児ストレスを軽減し

ようとするものとして特徴づけられる。これらの研究

によって、父親が母親に協力することで、母親の育児

不安や育児ストレスが軽減されることが示された。こ

のようなことから、母親の育児不安の解決が議論され、

母親への支援が進められてきた。父親の側でも、母親

の育児不安や育児ストレスを軽減するようサポートす

ることに、父親の一つの役割を見つけることができた

と考えられる。父親は母親の子育ての補助的存在とし

て位置づけられ、母親をサポートする意味で間接に子

育てに関わっていくことが求められたといえよう。

次に子どもの教育における父親の役割への着目につ

いてとりあげる。1990 年代から、心理学においては、

子どもの発達の側面から研究が進められた。乳幼児期

の子どもの発達における父親の役割が注目され、それ

にともなって父親を対象とした研究も多く行われるよ

うになった。牧野（1996）によれば、2・3 歳児の父

親への愛着のパターンや強さの実態を、子どもとその

父親をストレンジ・シチュエーションを用いて実験し、

観察を行った研究 25 や、父親の意識や行動と 3 歳児の

母子分離、発達の諸側面との関連を実際の父と子を対

応させて検討した研究 26 などがある 27。以下に主だっ

た研究をとりあげて、父親による教育として何が注目

されたか述べることにする。

まず、父親の子どもの発達への影響を検討した研究

をとりあげる。木田（1981）は、父親の育児参与と子

どもの発達に関する調査研究を行い、幼児期における

父親の育児参与が子どもの運動・社会・生活習慣・言

語能力の各分野の発達に有意な影響を及ぼしている

ことを指摘した 28。この木田の研究の 11 年後の中野

（1992）の研究 29 でも同様な傾向が見られている。さ

らに、中野（1996）は、3 歳児の発達を父子関係との

関連で分析し、乳幼児期の発達への父親の影響を明ら

かにした。その結果、発達の高い子は父親とよく遊

び、父親とよく遊ぶ子は発達度も高いということが示

され、3 歳児の発達と父子関係は、父子が相互に規定

する関係が深いと結論づけられた 30。

加藤・石井・牧野・土谷（2002）は、1992―1993
年と 1997―1998 年のデータをコホートとして用いて

おり、それぞれのコホートにおける父親の育児関わり

と子どもの社会性の発達との関連について検討した。

その結果、3 歳児の社会性に関しては、父親の育児関

わり要因がどちらのコホートにおいても有意な関連を

持つことが明らかとなり、育児への関わりの多い父親

を持つ子どもの社会性は、そういう父親を持たない子

どもより発達していることが示された 31。この研究か

ら、父親の子育てへの関わりが、子どもの社会性の発

達にプラスの影響を与えることが示されている。

また、吉田ら（1997）は、子どもの発達における父

親の役割としては、「①母親を支える役割」、「②母子

の共生関係に介入する役割」、「③子どもと関わり母親

と違った目で子どもを見守り支える役割」、「④子ども

の性役割の発達を助ける役割」をあげた 32。この研究

では、父子関係だけでなく、母親との関係、母子との

関係、母親と異なる役割があげられている。母親との

関係、母子との関係における父親の役割は、母親をサ

ポートする二次的役割ともいえるが、それに加え、子

育てにおける父親独自の役割が指摘されている点は注

目に値する。

これらのことは、子どもの発達における父親の役割

を示している。父親の子育て関与は母親の子育てへの

補助的役割であったのに対し、父親の子育てへの関与

が進むにつれて、父親が母親と対等に子育てに関わる、

子育ての主体者として位置づけられていったと考えら

れる。ここでは、父親の役割は子どもの教育者として

の父親の視点から示されている。

（３）成長する存在としての父親に関する研究

ここでは、成長する存在としての父親に関する研究

としてとりあげる。父親が子育ての主体者として位置

づけられたことから、子育てによって親となることが、

母親と同様、父親においても生じるのか、ということ

が注目されるようになったと考えられる。
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発達心理学領域においては、まず、親の意識の変容

や、子育てによる親の変化を検討した研究が見られた。

牧野・中原（1990）は、乳幼児から中学生までの子ど

もをもつ父親と母親 136 組を対象に、子育てに伴う親

の意識の形成と変容について面接法による調査を実施

した。その結果、親の多くは、子どもを生み育てる体

験をする過程で、意識面でかなり大きな影響を受け、

変わること、父親よりも母親に子育てのインパクトが

大きいことが明らかになった。子育てを通しての親の

変化については、母親は「性格的・精神的影響」、「自

分中心的でなくなる」といった人格的な成長と関連し

たものであるのに対し、父親は「責任感を持つ」であっ

たと報告した 33。また、牧野・中原（1990）によれば、

子育ては親による子どもへの一方的な働きかけではな

く、親の学習や人格形成の機能を含んだ親子の相互作

用として捉えられる必要があり、親の成長や変化と子

どもの成長発達との関係を明らかにする必要性が指摘

された 34。この研究から、親は子どもの成長発達に影

響を与えるだけの一方向的な関係ではなく、子育てに

よって親の側も成長発達していくものだという認識の

必要性を指摘している。

新谷・村松・牧野（1993）は、子育てによる親の変

化を検討するために、幼稚園児から中学生までの子ど

もをもつ父親と母親を対象に質問紙調査を行った。そ

の結果、子育ては「親から子どもへ」の働きかけだけ

でなく「子どもから親へ」の働きかけも同時に含む「関

係的行為」であること、子育てに関与した親ほど変化

していることが明らかになった 35。また、「子育てに

多く関わった父親ほど親としての意識が高まり、人間

として成熟したと考えている傾向が見出された」36 と

いう父親についての指摘は興味深い。牧野ら（1990）や、

新谷ら（1993）の研究では、子どもを持ち育てること

による親側の変化をいち早く捉え得る研究であり、そ

の後これらの研究を基に親自身の成長発達を扱った研

究が徐々に見られるようなってきた。

親自身の成長発達に関する研究では、柏木・若松

（1994）による研究が代表的なものとしてあげられ

る 37。柏木・若松（1994）は、就学前幼児をもつ父親

と母親 346 組を対象に、親となることによる発達を、

「柔軟性」、「自己抑制」、「運命・信仰・伝統の受容」、「視

野の広がり」、「生き甲斐・存在感」、「自己の強さ」と

いう 6つの因子について調査した。この研究によると、

この 6 つの因子の全てにおいて母親の方が父親よりも

有意に高いこと、子ども・育児に対して父親が肯定的

な感情面だけを強くもっているのに対して、母親では

肯定面と同時に否定的な感情をあわせもつこと、父親

の育児・家事参加度の高さは母親の否定的感情の軽減

につながるとともに父親自身の子どもへの肯定的感情

を強めることが示された 38。親自身の成長発達に関す

る研究は、その多くが上記したような両親を対象とし

た研究や父親・母親に関する比較研究である 39。

一方、森下（2006）や、八幡・島谷（2015）のよう

に父親のみを対象とした研究もある 40。新谷ら（1993）
の研究と類似した結果として、福丸（1997）の研究で

は、子育て関与と父親自身の発達との関連が認められ

た 41。尾形・宮下（1999，2000）、尾形（2001）の研

究でも、父親が子育てに関わることが、父親自身の成

長発達を促進させることが報告された 42。

これら一連の研究から、親自身の成長発達というこ

とが示され、特に父親と母親とでは、親となることに

ついての意識が異なっていることが示された。以上の

ように、父親独自の成長発達があるとの視点が示され

た。

（４）父親を対象としたプログラムに関する研究

近年では、宮本・藤崎（2008）のように、父親を

対象としたソーシャルサポートや子育て支援に関す

る研究を進めていくことが重要であるという指摘が

ある 43。父親には母親とは異なる子育て支援のニーズ

があり父親特有の支援が必要であるという見方もあ

る 44。自治体では、1995 年から父親を対象にした父

子手帳が発行され始めた 45。このように行政において

も父親の子育て支援についての取り組みが行われてい

る。ここでは、父親を対象としたプログラムに関する

研究をとりあげる。

冬木（2007）は、自治体主催による「父親教室」に

着目し、質問紙法および観察法からその実態を明らか

にした 46。冬木（2007）によれば、「父親教室」の効

果として、親としての自分のふりかえり、遊びの広が

り、新たな子どもの発見という父親の内面変化から示

された 47。田中（2009）によれば、父親は子育てサー

クルに参加しているうちに、育児が父親同士のコミュ

ニケーションの場となり、自分の育児、家事行動を見

直す時間となっていることが示された 48。上山・松尾

（2011）は、父親を主体とした育児の世話技術を習得

するための系統的な教育プログラムを開発した。プロ

グラムを受講したことにより、父親の育児分担割合の

増加、父親の育児技術の自立が促された 49。これらの

研究の成果から、「父親教室」は、父親の子育て力を

高めること、父親の子育てへの参加を促進するという

点においても重要な役割を担っていることが示唆され

る。

父親に対する子育て支援プログラムは、イベント的

で補助的な子育ての支援が典型的であると小崎（2009）
は指摘した 50。これに対して、父親に家事、育児の具
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体的な内容や手順を示していく取り組みを積極的に位

置づけるべきであるという指摘がある 51。また、小崎・

増井（2014）は、少子化対策のプランについての分析

を行い、子育てにおける父親支援の変遷の過程を明ら

かにした。父親支援の変遷は、社会全体の変化に対応

すべく社会的な要請により現在に至っていることを報

告した 52。

最近の傾向として、父親の学びに着目した研究が見

られる。これに関しては、吉岡（2006，2009，2013，
2016）53や、趙（2015）54の研究をとりあげる。吉岡（2009）
は、市民団体「さっぽろ子育てネットワーク」が行う

父親講座での学習過程と意識変容を分析した 55。父親

の意識変容には、①学習者である父親と学習を組織し

推進する親が共に学び合う形での話し合い学習、②父

親、母親のどちらか一方に偏らない構成メンバー、③

多様な背景をもった子育て経験者の世代間経験交流、

④継続的な子育て学習を積み上げた学習組織者が条件

として必要だと指摘された 56。また、吉岡（2016）は、

妊娠 5―7 か月の初妊婦とその夫を対象に実施されて

いる「両親教室」における父親の学び創りに注目して

研究した。その結果、地域の教育主体となる人材とし

てつながることが、協同循環を生み出す一歩になると

吉岡（2016）は指摘した 57。

趙（2015）は、「『親の力』をまなびあう学習プログ

ラム」（広島県）の父親教育教材を活用した父親講座

における父親の感想から、この講座を通して父親に「親

としての学び」が生じていることを指摘した 58。趙

（2015）によって、「『親の力』をまなびあう学習プロ

グラム」の父親講座が、父親自身が子育てを通して学

び、親としてだけでなく、人間的に成長する父親教育

の場となりつつあることが指摘されたのである。

北海道、広島県における父親講座に関する事例に

は、父親による子育てへの支援の視点とともに、父親

自身の学びや人間的成長を重視する考え方が示されて

いる。

３．今後の課題

本論では、父親教育に関する先行研究を概観するこ

とによって、研究の動向を明らかにした。その結果、「母

親との対比での父親に関する研究」では、父親像の変

遷や、母親の性役割に対して父親の性役割の変化を検

討することを通して、時代ごとに求められている父親

らしさが捉えられていた。「父親再発見の時代」とさ

れる 1990 年代に入り、父親は扶養だけでなく、社会

化や世話といった子育て関与が求められてきたことが

明らかにされた。「子どもを育てる役割をもつ存在と

しての父親に関する研究」では、母親へのサポートや

子どもへの教育という点で、父親に教育力をつけるこ

とが注目されたといえる。ここから、父親による教育

の重要性が意識されるようになったといえよう。「成

長する存在としての父親に関する研究」では、父親自

身の発達にとっての子育ての意味が意識されるように

なった。また、父親が親となることへの注目は、父親

による教育を具体的に行うことへの着目につながった

のではないかと考えられる。「父親を対象としたプロ

グラムに関する研究」では、子育て力を高め、子育て

への参加を促すプログラム、父親自身が人間的に成長

することを促すプログラムがあることが示された。父

親による子育て支援に関するプログラムを重視するだ

けでなく、それとともに、父親自身の成長や学びに関

するプログラムが問われるべきだといえよう。

以上から、父親教育としてとりあげるべき対象を、

父親自身の成長や学びに関するプログラムとし、その

内実を具体的に検討することを今後の課題としたい。
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